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今回も、1年生の九州大学訪問の感想をご紹介します。メモは、1年山本くんです。 

 

まず、卒業生との交流会で、4人の方にお話を聞きまし

た。田中先輩、柴尾先輩、伊原先輩、下田先輩です。共通

しておっしゃっていたのは、「将来の夢を見すえて、その

目標に向かって頑張ってください。」という事です。私は、

まだ将来の夢は決まっていませんが、話を聞いていろいろ

な事に興味をもって少しずつ決めていきたいと思います。

そして、大学には中学校や高校のようにクラスみんなです

るような事がないから、思いっきり楽しむことも大切なこ

とが分かりました。 

勉強面では、玉名高校附属中学校で与えられたことをし

っかりやると、自然と力がついていると聞き、私は、テス

トの後、まちがい直しなどしていないことがあったので、

最初から最後までしっかりとしていきたいです。そして、

スキマ時間も使い、英単語を覚えていきます。 

今日は玉高出身の渡邊教授のお話をお聞きすることが

できました！ ご出身が荒尾市内の小学校というのも私

と同じで、とてもうれしいです。会議を抜けてまでして来

てくれたことに感謝します。 

（1年 佐々木さん） 

 

卒業生との交流では、講話の中でたくさんの事を学んだ。特に心に残ったものは「成績が悪くてもチ

ャンスがある」と言う事だ。この言葉にとてもはげまされた。卒業生の講話の内容を参考に大学に向け

て、いろいろ頑張ろうと思った。 

九州大学の第一印象は「大きい、広い」だった。しかし、研修

に行って、その後考えは大きく変わった。学校で九州大学のＶＴ

Ｒをみたとき「おもしろそうだな」「行きたいな」などと思ったけ

ど、実際に行ってみると、僕にとって「九州大学」が一つの目標

になった。また、玉高の卒業生の話を聞いて、経済学部に興味を

持って、今のところそこへ行きたいと考えている。しかし、今は

文系が苦手だから、苦手から得意に変えていきたいと思う。 

話は変わるが、最後に玉高出身の渡邊教授の講話を聞く機会が

あって、とてもうれしく思った。短い時間ではあったが、この話

にもすごく励まされた。（1年 中満くん） 

 

日頃から玉名高校では、卒業生の方々から大学や職業について、お話を聞く機会が数多くあります。

そんな機会を捉えて、玉名高校附属中学でも高校生と同じように進路学習の一つとしています。今回の

九州大学訪問でも、卒業生の皆さんに大変お世話になりました。ありがとうございました。 

  2018.10.11  副校長 山部 

 


